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【概 要】

１）目的

食道進行癌は治療抵抗性で予後不良である。治療成績向上のためには食道癌の発生、進展および治療感受

性に関わる因子を総合的、俯瞰的に明らかにすることが重要である。このために本研究では下図に示すよう

に明らかにすべき三つのテーマを掲げ、多数例を用いて三位一体方式の総合的解析を行う。

明らかにすべきこと 解析方法

研究期間内に以下のことを明らかにする。すなわち食道癌の発生・進展・転移に強く関連する１）遺伝子

多型、２）発現遺伝子、３）生活習慣、および４）抗癌剤適用を適正に運用するための遺伝子多型、遺伝子

発現、および生活習慣である。研究を着実に実行するために、施設、分野を越えてメンバーを構成した。鶴

丸、加藤 、藤田、田中、森は日本有数の食道癌診療経験を有し、症例集積は十分に可能である。分子生物、

学的解析と laser microdissection, cDNA マイクロアレイ解析は森、多型解析は山本、統計解析・疫学研究は

徳留が担当するが、３名ともそれぞれの分野で多大の実績を有している。

２）研究の特徴

現在までの食道癌の研究報告は少数例を用いて一テーマを一方法で解析したものが多い。たとえば食道癌

発生に関わる因子を 100 例規模で疫学要因のみで調べることなどである。遺伝子多型、遺伝子発現、疫学の

３つの観点（三位一体方式と呼称する）から、2000 例規模（食道癌 1000 例、対照 1000 例）の多数例を用い

て包括的に調べた研究はなく、このような観点から研究を行うのが独創的である。

【期待される成果】

、 ） 、予想される結果として １ 日本人食道癌の発生・進展・転移に強く関連する遺伝子多型のデータベース

および発現遺伝子のデータベースを構築できる。２）日本人食道癌の発生・進展・転移に強く関与する生活

習慣を明らかにすることで、国民への啓蒙ができる。３）抗癌剤使用を適正に運用するための遺伝子多型、

遺伝子発現、および生活習慣に関するデータを明らかにできる。

本研究の最大の意義として食道癌の俯瞰的病態把握が可能になることが挙げられる。
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